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１ ．国営横田開拓の耕作放棄地対策「奥出雲おろちシンコウ支援活動」中国四国支部 

平成２９年９月２日（土）、国営横田開拓 

八川４団地の２２番ほ場（２０ａ）において

エゴマの摘心（てきしん）作業を行いました。

参加は岡山県在住の会員を中心に１２名の参

加となっています。 

エゴマは６月１７日に植栽し、現在エゴマ

の丈は１３０cm 程度となり順調に生育して

います。 

摘心とは字の通り、葉の部分を摘むことを言

います。摘心を行うことで草丈を抑えるとと

もに、側枝を増やし、太く折れにくくなるだ

けでなく、種子が増える事が期待できます。 

当日は早朝から小雨模様の天候の中ではあ

りましたが、参加者全員がハサミを持ち作業

を行い、無事所定の作業を終る事が出来まし

た。 

エゴマの成長にはあまり暑すぎるのは良くないようなので、これから沢山の種子をつけて、１０月には美味しいエ

ゴマが収穫出来る予定です。 

＊エゴマ：シソ科の一年草、油を採るために栽培される。最近、健康食品として知名度が上がっている。 
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NPO美しい田園21  

Tel 03-3434-5056  Fax 03-3434-5057 

ﾒｰﾙ   npo@denen21.jp 

問い合わせや活動報告はこちらへ 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.denen21.jp/ 

最新情報や田園通信のﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰはこちらから 
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２．面河ダム公園周辺の清掃活動 中国四国支部 

平成２9年９月２3日（土）今年第

２回目の面河ダム公園周辺の清掃活

動が、面河ダムのある愛媛県久万高

原町の主催により、約半世紀前にダ

ムを造った先人たちと、自然が育む

水の恵みに感謝し、清掃活動を行い

ました。 

参加総人数は 70 名で、その内 34

名が本ＮＰＯ美しい田園２１の会員

です。なお、第１回目は道前道後土

地改良区連合の主催により７月３０

日に開催しました。 

作業前日は、雨が降っており作業

への影響を心配していましたが、当

日は早朝から天気が回復し、絶好の

作業日和となりました。 

作業主催者から、草刈り機の作業範囲に入らないこと、水分補給をしっかり取ること等の諸注意のあと清掃活動を

開始しました。参加者は、４ブロックに分かれて、草刈り機・鎌等で清掃活動を行い、面河ダム周辺（面河渓谷）は

標高が約500m程度であることからほんのり色づいた紅葉に囲まれながら、気持ちの良い汗をかき清掃作業は午前中で

終了しました。 

清掃活動は今回で１５年目となり、地域活動として定着していますが、中国四国支部は、平成２１年に土地改良区

連合と面河ダムに係る施設保全協定を結び、毎年、

この清掃活動に参加しています。 

清掃は、立ち退きをされた住民の方々が、盆踊り

や花火大会に使用していた、お祭り広場や広く一般

の方が利用する運動広場、キャンプ場等多目的なブ

ロックに分かれ、延べ面積は１ｈａ以上あります。 

面河ダムは昭和３８年に完成し、農業用水・工業

用水・発電に使用されていますが、この清掃活動を

通じて、この水の恩恵に対する感謝を伝えられたの

ではと思います。 

面河ダムから道前及び道後の両平野に届けられる

水は、いくつもの山並を超えてやって来ますが、こ

の水の連なりは、虹のようであることから、「虹の用

水」と呼ばれています。 

 

＊面河ダムの概要：農林水産省施工、重

力式コンクリートダム、堤高73.5ｍ、堤

長159.0ｍ、堤体積19万m3、総貯水量

2830万m3 
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法面の除草作業 
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